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町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
て
い
る
大
口
町
の
五
条
川
堤
の
桜
は
、

現
在
約
１
６
０
０
本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
植
樹
か
ら
60
年
余
り
経
っ
た
今
、
衰

え
や
台
風
の
被
害
な
ど
で
年
間
50
本
近
く

が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
口
町
は
木
こ
り
２
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
に
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
町

の
古
来
種
で
あ
る
『
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
』

の
苗
木
を
30
本
補
植
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
は
、
植
え
た

ば
か
り
の
苗
木
を
前
に
「
こ
の
先
立
派
に

成
長
し
、
満
開
の
桜
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

五
条
川
堤
に
『
お
お
ぐ
ち
観

か
ん
え
つ
ざ
く
ら

鋭
桜
』
を
植
樹

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　秘書広報室　95-1616
「まちの話題」は大口町NPO登録団体 ZOOMが取材・編集をおこなっています。
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3

土

　

商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
役
場
を
訪

れ
、
交
通
安
全
の
お
守
り
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

交
通
安
全
の
お
守
り
は
、
今
春
町
内
の

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
が
安
全
に
登
下

校
で
き
る
よ
う
に
と
祈
念
し
な
が
ら
、
女

性
部
員
が
手
作
り
さ
れ
た
も
の
で
す
。
各

小
学
校
を
通
じ
て
新
入
学
児
童
に
配
ら
れ

ま
す
。

新
入
学
児
の
安
全
を
願
っ
て
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金
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水

　

町
制
施
行
60
周
年
の
記
念
事
業
の
1
つ

と
し
て
整
備
中
の「
役
場
南
ひ
ろ
ば
」
に

「
銘
板
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
銘

板
は
、
町
の
花
が「
桜
」
で
あ
る
こ
と
か

役
場
南
ひ
ろ
ば
の
顔
と
な
る
「
銘
板
」
を
設
置

お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜

大
口
町
の
諏
訪
神
社
に
あ
る
古
来
種
エ
ド
ヒ

ガ
ン
を
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
り
培
養
し
た
桜
。

五
条
川
堤
の
桜
並
木
の
植
樹
に
力
を
注
い
だ

初
代
町
長
「
社
本
鋭
郎
」
氏
の
一
文
字
を
い

た
だ
き
名
が
付
け
ら
れ
た
。

ら
桜
色
を
し
た
万ま
ん
な
り
い
し

成
石（
岡
山
県
産
）
を
使

用
し
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
丹
羽
勉
議

会
議
長（
第
75
代
）
の
書
に
よ
る「
役
場
南

ひ
ろ
ば
」
の
文
字
と
町
制
施
行
60
周
年
記

念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が（
株
）近
藤
石
材
店（
岡

崎
市
稲
熊
町
）
の
伝
統
工
芸
士
近
藤
保
則

さ
ん（
写
真
右
）
の
手
作
業
で
作
製
さ
れ
、

ひ
ろ
ば
を
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

　

役
場
南
ひ
ろ
ば
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ゴ
ー
ル

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
、
健
康
遊
具
な
ど

を
備
え
、
皆
さ
ん
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ

け
る
他
、
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
場
所
と

し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。整
備
工
事
が
着
々

と
進
め
ら
れ
、
本
年
11
月
の
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
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令
和
４
年
度
の
消
防
団
任
命
式
が
役
場

公
室
で
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
か
ら
各
分
団
の
新
役
員
お
よ
び
新

入
団
員
に
任
命
状
が
手
渡
さ
れ
、
新
入
団

員
代
表
の
西
村
梨
里
花
団
員
は
、「
安
全
で

安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
消
防
業
務
を
遂

行
し
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

主
な
役
員
と
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

団
長　
　

酒
井
孝　

　

副
団
長　

佐
藤
寿
義
、
丹
羽
嘉
英　

　

分
団
長　

滝
岡
秀
紀
（
秋
田
分
団
）

　

村
田
直
樹
（
豊
田
分
団
）

　

丹
羽
厚
之
（
大
屋
敷
分
団
）

　

柘
植
邦
明
（
外
坪
分
団
）

　

堀
田
敏
暢
（
河
北
分
団
）

　

長
谷
川
剛
（
余
野
分
団
）

　

田
山
地
弘
樹
（
上
小
口
分
団
）

　

工
藤
岳
斗
（
中
小
口
分
団
）

　

前
田
剛
司
（
下
小
口
分
団
）

新
入
団
員

　

西
村
梨
里
花
（
中
小
口
分
団
）

　

10
年
以
上
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
対
象
に
、

令
和
３
年
度
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
、
本
町
で
は
、

長
谷
川
実
さ
ん
、
伊
藤
靖
子
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
っ
て
、
地
域
福
祉
の
増
進
に

寄
与
し
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞

大
口
町
消
防
団
任
命
式

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　秘書広報室　95-1616
「まちの話題」は大口町NPO登録団体 ZOOMが取材・編集をおこなっています。

27
3

日

▲消防団　分団長（後列）

▲長谷川実さん（左）▲伊藤靖子さん（中）

▲消防団　新入団員　西村梨里花さん（右から 2人目）

愛知県後期高齢者医療制度
協定保養所利用助成のご案内

　被保険者の皆さんの健康の保持・増進を目的に、次の協定保
養所に宿泊する場合、１人１泊につき 1,000 円を助成します。
※�４月１日から翌年３月 31日までの１年間で、全保養所合
わせて最大４泊まで利用できます。

協�定保養所名
▽あいち健康の森プラザホテル（東浦町）　蘂 0562―82―0211
▽おんたけ休暇村（長野県王滝村）　蘂 0264―48―2111
▽サンヒルズ三河湾（蒲郡市）　蘂 0533―68―4696
▽すいとぴあ江南（江南市）　蘂 53―5555
▽豊田市百年草（豊田市）　蘂 0565―62―0100
利�用方法　協定保養所ご予約時に「愛知県後期高齢者医療の
被保険者」であることを伝え、宿泊当日、保養所窓口で後
期高齢者医療の保険証および希望者に渡される利用カード
を提示し、利用カードに押印を受けてください。精算時に
利用料金に対し、1,000 円を助成します（保険証は必ずお
持ちください。マイナンバーカードは使用できません）。

※�保養所の開館状況や宿泊予約は、各保養所にご連絡ください。
問�合せ先　愛知県後期高齢者医療広域連合　給付課
　蘂 052―955―1205


